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【修論要旨】 

 

 本研究では「子どもの貧困」を対象に、言語・社会的環境を出発点とし、貧困経験がどのような影

響を与えるのかを調査する。そしてそれらを明らかにした上で、日本における貧困政策の課題を検

討し、今後の社会的・教育的課題について提言を試みる。 

 日本における貧困研究は数多くの研究者たちによって発表されている。先行研究では、貧困の

基本的概念について整理し、貧困のメカニズムを見た。また、子どもの貧困についても先行研究も

もとに、貧困状態に置かれている子どもたちが如何に不利を被っているのか、困難な状態に置か

れているのかを見てきた。 

 それらを踏まえ、本研究ではインタビューを通じて当事者たちの声を拾う。当事者たちの声を深く

聞くため、貧困経験のある 10 代後半の男女 2 名とその兄弟や周辺へのインタビューを実施した。

具体的な調査項目は家庭環境、人間関係、言語・学習環境、自分自身について聞いた。インタビ

ューで得られた質的データは、サトウ・安田(2012)のTEM(複線経路・等至性モデル)を採用し、協

力者がどのような人生経路を選択し、人生を歩んできたのかを見て分析を進めた。 

 インタビュー結果は TEM によって分析したデータをプルデュー(1991)の視点から更に分析をし

た。 

 まず、貧困経験のある協力者たちは総じて言語的環境が整っておらず、特に両親からの学習へ

の関与が全くされていないことがわかった。また、社会的環境から大きな影響を受けていることも見

えた。更に複合的に見てみると、言語的環境が整っていなかったとしても、社会的環境が整ってい

れば、一定の成績が収められることがわかった。 

 これらの結果から、従来のようにただ貧困状態にある子どもを直接的に支援すればいいのではな

く、むしろ子どもたちが暮らす環境を整備することの方が重要であるという示唆を得た。つまり、社

会的環境である、地域や学校を整備することによって貧困状態にある子どもたちの成長が促される

ということを明らかにした。 

 更に本稿では、考察から得られた社会的環境という視点に立ち貧困施策に対する提言をおこな

った。具体的には(1)子どもの居場所づくり、(2)学社融合・連携の促進、(3)教員養成プログラムの

3 点について言及をした。どれも地域の教育力を生かしたプログラムの紹介や提案をおこない、最

後の教員養成プログラムでは福祉的観点を含んだ教員養成を提案し、地域だけではなく、人の育

成について述べた。 

 本研究は比較的新しい研究方法である TEM を使用した。その結果、協力者ひとりひとりの多様

な人生を詳細に描くことにある程度成功した。協力者ひとりひとりの声を聞くことで、当事者たちの

声を拾うことができたのではないかと考えている。しかし、本研究の調査には限界がある。本調査に

おいて見ることが出来たのは 2家庭の事例に過ぎない。それらも踏まえ、今後の課題として(1)調査

範囲の拡大、(2)貧困測定法の確立、(3)貧困家庭の子どもの居場所づくりへの貢献という 3点を

挙げた。 

 今後は貧困という状況に苦しむ当事者の声を拾っていけるような教育実践を行うなかで、課題の

追及を続けたい。世の中に貧困が広く認知されれば幸いである。 
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